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はじめに 

 

近年、農業用用排水路、ファームポンド等の農業水利施設において、植物、藻類、貝類等の水生生物

が大量増殖することに起因した、取水施設の機能低下、通水阻害等が報告されているが、水生生物の大

量増殖の要因や発生メカニズムが不明なケースが多く､抜本的な対策は進んでいない。 

 

このため、農林水産省農村振興局鳥獣対策・農村環境課では、全国の基幹農業水利施設等における通

水阻害の発生状況、発生要因、対策手法、費用及び対策の効果等を調査するとともに、侵略性の高い外

来生物を要因とする通水阻害対策に係る効率的かつ効果的な対策を検討し農業農村整備事業等に資す

る対策手法を取りまとめた。 

 

本資料は、土地改良区等農業水利施設の管理者に向け、通水阻害が生じた際の対策のほか、施設の設

計・更新時に留意したい点、通水阻害が生じる前の予防段階の対策等有益な情報を整理した。参考文献

や確認したい資料もあわせて掲載しており、本資料を通水阻害対策の足掛かりとしてほしい。 

なお、本調査の中で通水阻害要因の7割が植物であることがわかったため、本資料では主に植物を対

象とした。また、貝類については調査継続中のため、本資料では一部の紹介にとどめている。今後、貝

類に関する調査成果が得られた際は本資料に反映し、内容の充実を図り、追って改訂版を発行すること

としている。 

 

本資料の取りまとめにあたっては、令和2年度から全国各地の農業水利施設で実証試験を行うととも

に、「農業水利施設における通水阻害対策手法検討調査業務 有識者委員会」（座長：芝池博幸 国立開

発研究法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農業環境研究部門 農業生態系管理研究領域長）を開催し、

8名の有識者より多くの有益なご助言、ご指導をいただいた。ここに謝意を表する。 
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